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当院では、患者様が快適な療養生活をお過ごしいただけるよう、すべての職員が患者様本位の
サービスを心がけていますが、入院中は医師・看護師の指示に従い、下記のルールをお守りいた
だきますようお願いします。

1．服薬
現在、服用されている内服薬・サプリメント、使用されている外用薬をすべて、主治医または看
護師にお知らせください。必要なお薬はご持参ください。

2．検査
検査の実施については、事前に主治医または看護師からご説明します。検査によっては、食事抜
きまたは食事の時間が変更になる場合もあります。

3．食事
朝食は7:30から、昼食は12:00から、夕食は18:00から配膳します。食品にアレルギーをお持ち
の場合は、お申し出ください。病状によっては、医師の指示により治療食をご用意する場合もあ
ります。なお、食中毒予防と治療上の理由から、食べ物の持ち込みはお断りします。

4．リストバンド
患者様のお名前を確認し、誤認を防止する目的で、入院期間中はリストバンドの装着をお願いし
ています。ご理解のうえ、ご協力をお願いします。

5．外出・外泊
外出・外泊には主治医の許可が必要です。所定の「外出・外泊許可申請書」にご記入のうえ、事
前に担当看護師にお渡しください（病院の敷地外に出るときは、短時間でも外出となります）。
なお、入院中に他の病院にかかることは、原則としてできません。

6．付き添い・宿泊
当院では付き添いの必要はありませんが、病状等によりご家族の付き添いを希望される場合は、
医師の許可が必要です。特に宿泊に関しては、病状等によりお断りすることがあります。

7．入浴
主治医の許可が必要です。
ドライヤーはナースステーションにて貸し出しをしています。看護師にお声がけください。

8．消灯時間
病棟の消灯時間は21:00です。

9．リネン
シーツ類は週に２回交換します。
病室に備え付けのバスタオル１枚、フェイスタオル２枚は毎日交換します。

入院生活のご案内

健康保険組合など 病院・薬局など

入院前に
①「認定証」の申請

②「認定証」の交付

③「認定証」を提示

　窓口支払いが
　一定限度内に（※）

（※）窓口支払いの上限額（月あたり）は、
　　患者様の所得に応じて異なります。

入院前に「限度額適用認定証」などを提示すれば、窓口での支払いが一定の
金額にとどめられます。

●70 歳未満の方
●70 歳以上の非課税世帯お

よび現役並みの一部の方

70 歳以上 75 歳未満で、
非課税世帯等ではない方

75 歳以上で、
非課税世帯等ではない方

「高齢受給者証」を窓口に
提示してください

「後期高齢者医療被保険者証」
を窓口に提示してください

必要ありません

必要ありません

受　診　者 入院前の手続き 病院・薬局などで

加入する健康保険組合などに
「認定証」（限度額適用認定証）
の交付を申請してください

「認定証」を窓口に提示して
ください

＊「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
　（高額療養費の支給申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、
ご加入の健康保険組合などから支給されます）

入院前の申請手続きなどの詳細は、加入されている健康保険組合、全国健康
保険協会、市町村（国民健康保険、後期高齢者医療制度）、国保組合、共済組合
にお問い合わせください。

これまでの高額療養費制度の仕組みでは、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になっ
た場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、「認定証」をご提示いた
だければ限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなりました。

高額医療費制度の利用が見込まれる場合


